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■関連する主な事業 （単位：千円）

太字：主要事業

③ 害虫駆除対策費
360

条件に合致する依頼者世帯の蜂の巣の駆除・撤去をすべて実施した。
274

④
地域介護・福祉空間整備事業
（国定額）

10,590 認知症高齢者グループホーム2施設へ補助を行ったことで、防災体制の強化
や入所者の居住性の向上及び安全確保を図ることができた。10,579

③ 高齢者タクシー料金助成事業
675 タクシー券を112人に交付し、対象者の外出の支援と社会参加の促進を図るこ

とができた。492

③
地域団体支援事業（シルバー
人材センター）

11,400 シルバー人材センターを支援することで、高齢者の就業機会を提供し、生きが
いの充実や健康の維持・増進を図ることができた。11,400

③
福祉事業（在宅高齢者介護支
援事業）

2,397 1,603人の障がい者控除対象者認定を行うとともに、在宅高齢者の安全・安心
な生活に寄与することができた。2,312

③
給付事業（在宅高齢者介護支
援事業）

1,688 敬老祝品を297人の高齢者に支給して長寿を祝福するとともに、16人（3月末
時点）の認知症等高齢者の個人賠償責任保険に加入するなど、介護者の負
担軽減を図った。1,551

②
高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施事業

6,649 健康課題を把握するとともに、ハイリスク者を抽出し、医療専門職による個別支
援やフレイル予防の普及啓発に取り組み、重症化予防や生活機能の改善、フ
レイル予防の意識づけを促すことができた。5,735

③
団体支援事業（在宅高齢者介
護支援事業）

2,242 20の老人クラブに補助を行い、高齢者の知識及び経験を生かした地域を豊か
にする社会活動や生きがいと健康づくり活動等を促進することができた。2,186

①
介護保険地域支援事業（任意
事業）

20,233 家族介護支援事業や成年後見制度支援事業や認知症サポーターの養成等を
実施し、在宅で支援を必要とする高齢者やその家族の負担を軽減することがで
きた。15,898

①
地域包括支援事業(社会保障
充実分）

26,615 在宅医療と介護の連携提供体制の強化や、生活支援コーディネーター配置に
よる生活支援体制の整備、認知症施策を推進するなど、地域包括ケアシステ
ムの推進に向けて取り組んだ。24,311

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

①
介護保険地域支援事業（総合
事業）

23,948 介護予防・生活支援サービス事業と一般介護予防事業を実施し、高齢者が介
護予防に取り組むことができる環境を整え、住み慣れた地域で暮らし続けられる
よう支援した。20,707

目指す姿 高齢者が、必要な介護・福祉サービスを受けながら、住み慣れた地域で安心して暮らしています

関連する分野別計画 亀山市高齢者福祉計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

生活支援体制の整備や介護予防に取り組むとともに、医師、看護師等のコメディカル、介護職による在宅医療・
介護連携や認知症施策を推進するなどし、高齢者が地域で安心して暮らせるよう、地域包括ケアシステムの構
築を推進している。また、サロン活動等で、仲間づくりや生きがいづくり、社会参加を進め、地域における見守りや
支え合いの活動、シルバー人材センターを支援し、高齢者の就職機会の確保を図っている。

令和６年度 施策評価シート

施策の大綱 ２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実 評価担当者

基本施策 （３） 高齢者の地域生活支援の充実 健康福祉部長　林　秀臣
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

今後の展開方針

高齢者の増加や多様化・複雑化する相談内容に対応するため、引き続き地域包括支援センターと連携し、地域包括ケアシステムの深化・
推進の取り組みを進める。また、フレイルチェックを活用したポピュレーションアプローチの強化を図るとともに、シルバー人材センターと連携
し、健康マイレージアプリの活用促進や、地域のサロンや老人クラブの活動への継続支援により、高齢者の活動促進に取り組む。成年後見
制度については、機会を通じた制度周知を図りながら、認知症高齢者の権利が損なわれないよう必要な支援に取り組む。

総合評価
「地域包括ケアシステムの推進」については、人生の最期まで自分らしく過ごせるよう、社会福祉協議会との協働によ
りじぶんノート（エンディングノート）を作成し、地域包括支援センター等で配布を行った。また、亀山医師会、市立医療
センター等の医療職や地域包括支援センター等の介護職による多職種連携により講演会の開催や広報等で市民理
解や周知を図るとともに、在宅医療連携や認知症本人や家族へ支援を進めた。「介護予防の推進」については、高
齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業において、疾病の発症リスクの高い高齢者の健康状態や生活基盤
の課題に対するハイリスクアプローチ、フレイル予防の普及啓発、健康教育・健康相談等のポピュレーションアプロー
チに取り組み、高齢者の健康増進を図った。「高齢者の生活と生きがいづくりの支援」については、高齢者の相談等に
対し、市内3か所の包括支援センター（基幹1、地域2）を窓口として、重層的支援体制により複合的な課題を抱える
個別ケースの対応強化を図った。一方、新型コロナの5類移行を受けて、サロンの開催回数等は回復しつつあるもの
の、シルバー人材センターやサロン活動、老人クラブなど組織や会員の減少が続いており、引き続きの課題となってい
る。「認知症高齢者等対策の推進」については、認知症初期集中支援チームによる認知症高齢者やその家族支援
を行いつつ、認知症サポーターの継続的な養成や認知症の日(9/21)の亀山城多聞櫓のライトアップなどを通じて市
民の認知症への意識啓発を行った。

Ｂ
まずまず進んだ

高齢者の生活と生きがいづくりの支
援

サロン活動を通じた社会参加や地域における見守り活動等を支援し、介護用品の給付など、高
齢者の生活支援を図った。シルバー人材センターを通じた就労機会を提供した。

認知症高齢者等対策の推進
様々な手法により、認知症への理解促進や知識の普及啓発及び早期発見・治療の重要性につ
いて周知した。また、認知症カフェの支援など、認知症の人や家族を支援した。

施策の方向 施策推進に関する考察

地域包括ケアシステムの推進
地域包括支援センターを核とし、ニーズに応じた医療・介護のサービス提供体制の強化に努め
た。生活支援コーディネーターと連携し、地域資源の把握に努めた。

介護予防の推進
高齢者が気軽に参加できる活動の場づくりを進めるとともに、地域における「ちょこボラ」活動を支
援した。また、保健事業と介護予防の一体的な取り組みを進めることができた。

4
重要度
満足度

🔺0.03 ▲0.09

3
重要度
満足度

1.26 いずれの項目についても、重要度が高く、満
足度が低い状況が続いている。また、年度に
よって変動はあるものの、「高齢者への介護
サービスが充実している」の満足度について
は、全体平均をやや上回っている。

満足度 ▲ 0.53 🔺0.46 ▲0.55

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1
高齢者が生きがいを持って安心して生活
できる環境が整っている

重要度 1.24 1.40

2 高齢者への介護サービスが充実している
重要度 1.34 1.42 1.35
満足度 ▲ 0.05

認知症初期集中支援チームの高齢者及
びその家族への支援件数

件 24 Ｒ２ 52 51 54 50

242 320

総合事業で高齢者に通いの場を提供する
地域の団体等の数

団体 115 Ｒ２ 102 103 105

かめやまホームケアネット登録者数（累
計）

人 130 Ｒ２ 205 232

120

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7


